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特集
大江のおいしい特産品

西山杉の製材現場を見学
　西山杉が木材になるまでの過程を学ぼうと、

緑の少年団が十八才区内の㈲山六製材を見学し

ました。子どもたちは大きな丸太が次々と加工

されていく作業を興味深そうに見ていました。

町では新しい中央公民館や大江町型住宅の建設

に使用するなど、西山杉材の消費拡大をすすめ

ています。（8～9ページに関連記事）
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気
候
が
生
む
魅
力
的
な
果
物

　

大
江
町
の
気
候
は
1
年
を
通
し

て
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
糖

度
の
高
い
お
い
し
い
果
物
の
成
長

を
助
け
る
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
町
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

果
物
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
中
で

も
特
に
生
産
量
が
多
い
の
は
、
リ

ン
ゴ
と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
ど

ち
ら
の
作
物
も
生
産
者
の
栽
培
技

術
も
加
わ
り
、
味
・
品
質
と
も
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
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朝
日
連
峰
と
月
布
川
の
恵
み

　

朝
日
連
峰
か
ら
流
れ
出
る
豊
富

な
水
を
利
用
し
、
町
内
で
は
お
い

し
い
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

酒
米
も
そ
の
一
つ
で
、
特
に
月

布
川
流
域
は
優
良
な
酒
米
が
育
つ

こ
と
で
知
ら
れ
、
平
成
25
年
に
は
、

町
産
の
酒
米
が
、
県
内
最
高
の
山

形
県
知
事
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
優
良
な
酒
米
と
、
朝
日
連

峰
か
ら
湧
き
出
た
お
い
し
い
水
を

使
用
し
て
醸
造
さ
れ
る
地
酒
大
江

錦
は
、
町
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
大
江

町
酒
販
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
大

江
錦
の
生
酒
を
雪
室
で
長
期
間
熟

成
す
る
、
雪ゆ

き
む
ろ室
熟
成
大
江
錦
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工
品

　

農
産
物
を
独
自
に
加
工
・
調
理

し
売
り
出
し
て
い
る
お
店
も
あ
り

ま
す
。
カ
フ
ェ
ト
マ
ト
ゥ
ル
で
は
、

自
家
農
園
で
収
穫
し
た
ト
マ
ト
を

パ
ス
タ
や
パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
に
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
味
は
、

そ
れ
ま
で
の
ト
マ
ト
料
理
と
は
一

線
を
画
す
お
い
し
さ
で
、
多
く
の

リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
藤
島
屋
菓
子
店
で
は
、

大
江
の
ス
モ
モ
を
使
用
し
た
お
菓

子
を
作
っ
て
お
り
、「
和
菓
子
＝

甘
い
」
の
概
念
を
覆
し
た
酸
味
あ

る
焼
き
菓
子
と
大
福
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
そ
の
や
み
つ
き
に
な
る

味
か
ら
、
特
に
お
土
産
品
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
。
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口
コ
ミ
が
何
よ
り
の
Ｐ
Ｒ

　

消
費
者
が
最
も
信
用
す
る
情
報

は
口
コ
ミ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
特
産
品
は
、

数
あ
る
中
の
ほ
ん
の
一
部
で
、
町

内
に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
特
産

品
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
江

の
お
い
し
い
特
産
品
を
発
見
し
た

ら
、
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

町
の
魅
力
を
伝
え
る

大
江
の
お
い
し
い
特
産
品

特　集

大江錦（雪
ゆきむろ

室熟成）

りんご（ふじ）
　りんごは大江町で最も多く生産
される果物です。ふじはその中で
も主流の品種で、果実は３００ｇ以
上と大きく、酸味が少なく甘みが
強いのが特徴です。しっかりした
肉質で果汁も多く、蜜入りのもの
は特に人気があります。ふじは11
月から12月まで出荷されます。

　平成元年に開発されて以来、大
江町の地酒として長年親しまれて
いる大江錦を雪室に貯蔵し熟成し
ました。熟成期間は1月から7月
まで、長期間低温の状態にするこ
とで、酒の糖度が増し、まろやか
でうま味が増します。町内各酒販
店限定で販売されます。

　

農
産
物
や
お
菓
子
、
料
理
な
ど
の
特
産
品
は
、
訪
れ
た
方

に
そ
の
土
地
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

大
江
町
に
も
た
く
さ
ん
の
特
産
品
が
あ
り
ま
す
が
、
町
を

訪
れ
た
友
人
や
観
光
客
に
「
大
江
町
の
特
産
品
は
？
」
と
聞

か
れ
た
場
合
、
何
を
紹
介
し
て
い
い
か
迷
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
、
大
江
の
こ
だ
わ
り
の
果
物

や
新
し
く
誕
生
し
た
特
産
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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　トマト農家の方が経営するトマト料
理を中心としたカフェで、さまざまな
トマトを季節に応じた料理で楽しめま
す。その他の野菜、果物も全て大江町
産のものを使用しています。
定休日／日、月
　　　※木曜日は冬期間（11月～4月）
営業時間／11時～16時
☎0237（62）4964

　大江町特産のスモモ（品種 太陽）
の果肉を餡

あん
にふんだんに入れ練り込

んだお菓子で、今までにないほどよ
い酸味が特徴の逸品です。スモモ菓
子には焼き菓子と大福の2種類があ
ります。
営業時間／8時～18時
☎0237（62）2028

　香りが良く、濃厚な甘みと滑らかな舌
触りが特徴の上品な果物で「果物の女王」
とも呼ばれています。大江町では農薬を
極力使用しないなど、こだわりの育て方
をしています。1０月下旬から12月まで出
荷されます。

トマト料理（カフェトマトゥル）

スモモ菓子（藤島屋菓子店）

ラ・フランス やまがた地鶏
（株式会社大江町産業振興公社）

▲�トマトをたっぷり使用したパスタ

　�デザートのトマトプリンやチョコレートなど

はこの店ならではの逸品

▲

　山形県の在来種である「赤笹
シャモ」を交雑して誕生した地鶏
です。12０日間かけてじっくりと
育てるため、うま味と適度な歯ご
たえが特徴です。各部位の生肉の
ほか、イベント限定で焼き鳥や唐
揚げなども販売しています。
営業時間／6時30分～21時（冬期）
☎0237（83）4126

大 江 の 魅 力 を お い し さ でＰＲ

　町内の物産や秋の味覚が集まる、「お
おえの物産味覚まつり」が11月16日に
開催され、約2,2００人が来場しました。
　会場では、りんごやラ・フランス、
野菜などの旬の農産物や各店舗自慢の
逸品・特産品が販売されたほか、つや
姫３０㌔が当たるお楽しみ抽選会、果物
のプレゼント、ジャンボシュークリー
ムの即売会などもおこなわれ、訪れた
方は目当ての特産品を買い求めるなど、
楽しい時間を過ごしました。

おおえの物産
味覚まつり開催 ！！

■ 特集　大江のおいしい特産品

3・広報おおえ



１. 平成２５年度国民健康保険特別会計決算の状況

　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受けることが

できるよう、加入者である皆さんが国民健康保険税を出し合い、お互いを助け合う制度です。

　今回は、平成２５年度の国民健康保険事業の運営状況をお知らせします。

　平成25年度の決算は、歳入歳出差引では9,248万円の黒字（下表③）となり、前年度からの繰越金や

翌年度精算金、基金の増減の影響を含めた実質的な収支も1,975万円の黒字（下表⑦）となりました。

　歳入の総額は、9億6,030万円で、このうち20.4％にあたる1億9,583万円が加入者の皆さんからの保

険税です。収納額は、昨年度と比較し被保険者数の減少などにより113万円減少しました。また、56.1

％が国や県などからの補助金・交付金で、65歳以上の方の加入割合によって各医療保険者間で財政調整

する前期高齢者交付金が増となったものの、医療給付に対する国の負担金や退職被保険者等の医療給付

に充てる療養給付費等交付金などが減となり、全体で4,342万円減の5億3,882万円となりました。

　一方、歳出の総額は、8億6,782万円となりました。歳出に占める割合が最も大きいのが、病院など

にかかったときの医療費で歳出全体の61.2％となっています。近年は、高齢化や医療技術の高度化など

により医療費が増加傾向となっていましたが、健康づくりへの関心の高まりや特定健診による病気の早

期発見、早期治療などにより前年度より8,963万円減の5億3,144万円となりました。また、後期高齢者

医療への支援金は304万円増の1億1,395万円、介護保険への納付金は263万円増の5,805万円となってい

ます。また、年度末の基金残高は1億3,462万円（下表⑧）となりました。

○決算額の推移

区　　分 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
① 歳入総額 9 億 2,919 万円 8 億 8,632 万円 9 億 8,935 万円 11 億 1,411 万円 9 億 6,030 万円

② 歳出総額 8 億 7,469 万円 8 億 1,244 万円 9 億 2,398 万円 10 億 4,289 万円 8 億 6,782 万円

③ 歳入歳出差引（①－②） 5,450 万円 7,388 万円 6,538 万円 7,121 万円 9,248 万円

④ 翌年度精算額（交付・返還額） △ 10 万円 △ 445 万円 59 万円 △ 1,089 万円 △ 2,041 万円

⑤ 給付基金繰入額（取崩額） △ 3,516 万円 △ 4,276 万円 △ 7,454 万円 △ 5,388 万円 0 万円

⑥ 給付基金積立額 3,930 万円 141 万円 5,365 万円 1 億 102 万円 800 万円

⑦ 実質単年度収支（③～⑥合計 －（前年の③＋④）） 1,341 万円 △ 2,634 万円 △ 2,436 万円 4,149 万円 1,975 万円

⑧ 給付基金残高 （年度末） 1 億 4,174 万円 1 億 38 万円 7,948 万円 1 億 2,662 万円 1 億 3,462 万円

※表示単位四捨五入のため、金額の収支等が一致しない場合があります。

歳入
９億６，０３０万円

歳出
８億６，７８２万円

病院などに
かかったときの
医療費など
５億３，１４４万円
（61.2％）

後期高齢者医療への支援金
１億１，３９５万円
（13.1％）

補助金・交付金
5億3,882万円
（56.1％）

国保加入の皆さん
からの保険税
１億９，５８３万円
（20.4％） 介護保険への納付金

５，８０５万円
（6.7％）

町からの繰入金
７，８１５万円
（8.1％）

前年度からの繰越金
７，１２１万円
（7.4％）

その他
８５万円
（0.1％）

国保共同事業などへの
拠出金
８，７３６万円
（10.1％）

基金積立金
８００万円 （0.9％）

その他
１，８３２万円 （2.1％）

総務費
３，８９６万円 （4.5％）

国保共同事業交付金
７，５４４万円
（7.9％）

健康づくりのための費用
１，１７４万円 （1.4％）

平成２5年度の
国民健康保険事業の
運営状況をお知らせします
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　国民健康保険の加入世帯で、病院などで診療
を受けられた世帯に『医療費のお知らせ』をお
届けしています。
　これは、国保加入の方が受診した医療機関や
医療費の総額を確認していただくとともに、み
なさんの健康管理に役立てていただくためお知
らせしているものです。
　健康づくりと健康管理として、日ごろから栄
養・運動・休養をバランスよくとり、年に１回
は特定健診（一日人間ドック・ミニドック）を
受診して、病気の早期発見・早期治療に役立て
ることが大切です。
　また、節目年齢対象者には健診受診クーポン
券をお送りしています。ぜひご活用ください。

『医療費のお知らせ』を
　　お届けします

『ジェネリック医薬品
　　利用促進のお知らせ』を
　　　　　　　　お届けします

町政 町の取り組みをお伝えしますTopics

Ｈ21　　　Ｈ22　　　Ｈ23　　　Ｈ24 　　　Ｈ25 

1億8,872万円

1億7,278万円

1億9,696万円
1億9,583万円

1億7,435万円

収納率収納額
95.9％

94.4％ 94.9％ 95.9％ 95.8％

95.0％
2億円

1.5 億円

　国民健康保険は、皆さんからの国民健康保険税で支え

られ、加入者の皆さんが診療を受けたときの医療費の支

払いにあてられています。

　平成25年度の現年度分の収納率（調定額に対する収納

額の割合）は、前年度より0.1ポイント向上し95.9％と

なりました。

　今後も国保制度の健全な運営を支えるため、国保税の

期限内納付をお願いします。

２. 国民健康保険税の収入状況

Ｈ21　 　Ｈ22 　　Ｈ23 　　Ｈ24 　　Ｈ25

1億4,174万円

7,948万円

1億2,662万円
1億3,462万円

1億38万円

1.5 億円

1億円

　給付基金は、国民健康保険事業の安定的な運営のため

に積み立てをおこない、突発的な医療費の増加などが生

じた場合に、歳入不足を一時的に補うためのものです。

　近年は事業運営のため取崩してきたので平成21年度

をピークに残高の減少傾向が続いていましたが、平成

24年度の税率改定や25年度の医療費抑制などにより1億

3,462万円まで回復しました。

３. 給付基金残高の推移

Ｈ21　 　Ｈ22 　　Ｈ23 　　Ｈ24 　　Ｈ25

262,060円

307,986円

335,325円

300,830円

278,054円

34 万円

32万円

30万円

28万円

26万円

　医療費は社会の高齢化や医療技術の高度化、生活習慣

病などの慢性疾患の増加など、年々増加傾向にあり、この

状況が続けば事業運営を圧迫してしまうことになります。

　25年度は減少となりましたが、今後も健康診査や各種

検診を積極的に利用して病気の予防や早期治療を心掛け、

日頃からの健康管理と健康づくりを心がけましょう。

４. １人あたりの医療費の推移

　国民健康保険への加入者で、薬局等でお薬の処
方を受けた方を対象に『ジェネリック医薬品利用
促進のお知らせ』をお届けしています。
　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同等の
効能効果があると国が認めた後発医薬品です。
　このお知らせによって、ジェネリック医薬品に
切り替えなければいけないということではありま
せんが、ジェネリック医薬品を利用することで、
お薬代の家計負担が少なくなります。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は医師、
薬剤師にご相談ください。

5・広報おおえ



　町では、みなさんに町の財政がどのように運営されて

いるかを知っていただくため、年２回（上半期、下半期）

定期的に財政状況をお知らせしています。

　今回は、平成２6年度上半期（平成２6年4月1日から平

成２6年9月30日まで）についてお知らせします。

◆一般会計の予算額
当初予算額 補正予算額 前年度繰越額 予算現額

4,821,300 296,200 501,942 5,619,442

◆歳入内訳
区　　分 予算現額 収入済額 割　合

町　　　　税 774,104 415,077 53.6 
町 民 税 338,002 157,322 46.5 
固 定 資 産 税 348,288 200,357 57.5 
軽 自 動 車 税 22,413 22,506 100.4 
た ば こ 税 46,000 24,201 52.6 
入 湯 税 495 249 50.3 
都 市 計 画 税 18,906 10,442 55.2 

使用料及び手数料 76,255 32,742 42.9 
繰入金、繰越金、
諸 収 入 ほ か 662,910 405,674 61.2 

地 方 譲 与 税 57,500 16,309 28.4 

地方消費税交付金 71,300 48,607 68.2 
自動車取得税交付金
ほ か 各 種 交 付 金 22,657 7,704 34.0 

地 方 交 付 税 2,135,000 1,543,612 72.3 

国・ 県 支 出 金 1,082,116 180,140 16.6 

町債（借入金） 737,600 0 0.0 

合　　計 5,619,442 2,649,865 47.2 

◆特別会計
会　計　名 予算現額 収入済額 割合 支出済額 割合

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 962,633 398,317 41.4 368,705 38.3 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 96,761 34,887 36.1 28,614 29.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 1,028,591 430,304 41.8 425,715 41.4 

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 97,813 276 0.3 5 0.0 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 10,200 4,278 41.9 1,324 13.0 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 265,250 117,230 44.2 104,788 39.5 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 43,100 23,174 53.8 20,170 46.8 

◆歳出内訳
区　　分 予算現額 支出済額 割　合

議　 会　 費 90,239 49,458 54.8 

総　 務　 費 891,182 278,819 31.3 

民　 生　 費 1,068,718 383,652 35.9 

衛　 生　 費 253,308 103,527 40.9 

農林水産業費 367,139 116,676 31.8 

商　 工　 費 198,493 148,764 74.9 

土　 木　 費 860,668 228,742 26.6 

消　 防　 費 263,851 94,781 35.9 

教　 育　 費 569,199 216,416 38.0 

公　 債　 費
（借入金の返済） 604,485 297,440 49.2 

そ　 の　 他 452,160 131,662 29.1 

合　　計 5,619,442 2,049,937 36.5 

※ 補正予算の主なものは、土木施設災害復旧事業やコミュニティ助成事業
などです。

※前年度繰越額の主なものは、健康温泉館改修事業や道路改良事業などです。

※ 歳入内訳の中で、町税の調定額（納めていただくべき額）
に対する割合は、51.8％です。

（単位：千円）

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

まちの
財政
  状況
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◆町債(借入金)の状況
会　　　計　　　名 平成25年度末

残高
平成26年度
借入額(見込)

平成26年度
元金返済額(見込)

平成26年度末
残高(見込)

一 般 会 計 4,653,298 737,600 541,043 4,849,855 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,954 80 1,874 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,228,949 28,900 124,315 2,133,534 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 294,552 18,028 276,524 

水 道 事 業 会 計 657,483 141,900 33,603 765,780 

合　　　　　　　　計 7,836,236 908,400 717,069 8,027,567 

◆町の財産状況
土　地 1,446,465㎡

建　物（延床面積） 59,062㎡

道路（町道）・橋りょうの延長 193,221 ｍ

車　輌 80 台

有価証券など 7,121 万円

積立金（基金） 20 億 3,176 万円

温泉権（4件） 3 億 4,693 万円

（単位：千円）

◆水道事業会計
区　　分 予算現額 収入(支出)済額 割合

収 益 的 収 入 263,600 114,816 43.6 

資 本 的 収 入 172,660 0 0.0 

収 益 的 支 出 263,600 67,279 25.5 

資 本 的 支 出 243,449 59,731 24.5 

（単位：千円、％）

※ すべての会計の合計。車輌には、除雪車や消防自動車、小型
動力ポンプなども含まれています。

　西川町大井沢の医師、志田周
ちか

子
こ

さんを

描く映画「いしゃ先生」のロケーション

撮影が、10月29日と11月2日、小釿区

の弥勒堂および藤田区の大明神でおこな

われました。

　志田さんは、昭和10年に当時無医村だ

った大井沢の診療医師になって以降、51

歳でなくなるまで生涯にわたり地域医療

の振興に尽力しました。父親が左沢小学

校の教員を務め、自身も旧左沢町の「ま

すや旅館」で生まれるなど、大江町とも

関係の深い人物です。

　町でも、映画化を企画した「志田周子

の生涯を銀幕に甦らせる会」の顧問を渡

邉町長が務めるほか、映画制作に対して

負担金を出すなど、協力してきました。

　撮影当日は、主演の平山あやさんが、

弥勒堂を舞台に子どもたちとふれあうシ

ーンなどが撮影されました。映画はこの

後、冬のシーンが撮影され、来年秋に公

開される予定です。

映画「いしゃ先生」の撮影が
町内でおこなわれました

小釿区の弥勒堂にて

大明神でのロケ風景

7・広報おおえ



1　広報お
お
え
9
月
号
で
お
伝
え
し
た
、

中
央
公
民
館
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
基
本
設
計
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
の
概
要

　

新
し
い
中
央
公
民
館
は
、
現
在
と
同
じ

場
所
に
、
正
面
入
口
を
南
向
き
に
し
て
建

設
さ
れ
ま
す
。
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
入
口

付
近
の
出
入
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

建
物
は
若
干
北
側
に
移
動
し
て
建
て
ら
れ

ま
す
。

　

床
面
積
は
1
階
が
１
，
４
９
６
㎡
、
２

階
が
717
㎡
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1
階
平
面
計
画

　

正
面
玄
関
を
入
る
と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
左
側
に
150
名
程
度
を
収

容
で
き
る
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
を
配
置
し
、
隣

接
し
て
北
側
に
多
機
能
ト
イ
レ
と
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
1
階
に

も
小
会
議
室
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
受

け
、
左
奥
の
研
修
室
と
調
理
室
の
間
に
可

動
の
仕
切
り
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
使
用
可
能
に
し
ま
す
。

　

右
側
に
は
、
企
画
展
示
な
ど
を
お
こ
な

う
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
そ
の
隣
に
児
童
用
絵
本
を
含
め

2
万
6
千
冊
が
収
蔵
可
能
な
図
書
館
を
設

け
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
と
し
て
の
機
能

の
充
実
を
求
め
る
意
見
が
特
に
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
閲
覧
場
所
を
多
く
確
保
す
る

と
と
も
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
親
子

読
書
ス
ペ
ー
ス
、
30
名
程
度
が
学
習
可
能

な
学
習
ル
ー
ム
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
歴
史
に
つ
い
て
の
学
習

や
、
歴
史
関
係
の
蔵
書
管
理
面
か
ら
、
町

図書館内観パース図

新
し
い
中
央
公
民
館
の

　
　
　
基
本
設
計
が
決
定
し
ま
し
た

1階平面図
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3

2

史
編
さ
ん
室
を
図
書
館
の
隣
に
配
置
し
ま

す
。

　

施
設
中
央
部
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
交

流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
と
若
い
お
母
さ
ん
の
た
め
の
授
乳
室
を

設
け
て
い
ま
す
。

2
階
平
面
計
画

　

中
央
の
階
段
西
側
に
50
人
程
度
が
会
議

で
き
る
小
ホ
ー
ル
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
1
階
の
ホ
ー
ル
の
サ
ブ
ホ
ー
ル
と

し
て
の
利
用
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

階
段
東
側
に
研
修
室
5
部
屋
を
設
け
て

い
ま
す
。
内
１
部
屋
の
研
修
室
を
和
室
と

し
、
ふ
す
ま
を
閉
め
る
こ
と
に
よ
り
2
部

屋
に
分
け
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
奥
の
2
部
屋
は
、
防
音
機
能
を
備

え
て
お
り
、
可
動
式
の
仕
切
り
を
移
動
す

れ
ば
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
西
山
杉
」を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

　

建
物
の
内
装
お
よ
び
外
装
に
は
、
材
木

区
の
町
有
林
か
ら
と
れ
た
「
西
山
杉
」
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
計
画
で
す
。
軒
下

通
路
の
格
子
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
図
書
館

の
柱
・
梁は

り

な
ど
に
使
用
す
る
ほ
か
、
図
書

館
側
の
軒
下
通
路
に
直
径
50
㌢
、
長
さ
15

㍍
の
丸
太
の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
西
山
杉

の
温
も
り
を
演
出
す
る
予
定
で
す
。

　災害時に防災拠点施設としての機能を維持するため、10月31

日、役場庁舎に太陽光発電設備が設置されました。

　設備は庁舎南側の壁面に取り付けられ、縦86㌢ 横166㌢のパ

ネル46枚で構成されています。発電容量は9.6kwで、停電時に

は専用のコンセントから電源を確保することができるほか、夜

間用の蓄電池（15kwh）も設置しました。

　また、体育センターの北側にも144枚のパネル（発電容量

30kw）と蓄電池（15kwh）を設置し、災害時にも避難所とし

ての利用ができるよう整備しました。

■災害に備え、設置完了～太陽光発電設備設置～

　意欲的な新規就農者を受入れ、農業の担い手不足の解消

を図るため、望山地内に建設がすすめられてきた新規就農

者用住宅の建設現場で11月10日、上棟式がおこなわれまし

た。

　この住宅は、町産西山杉を使用し地元の匠の業で建設す

る大江町型住宅です。壁の木材を通常の約3倍厚さにし、

耐震性と保温性が高いのが特徴で、農作業に考慮した間取

りにもなっています。住宅は、家族連れで移住してきた新

規就農者に賃貸し、来年2月から入居可能になる予定です。

■大江町型住宅で新規就農者を迎えます
　～新規就農者用住宅上棟式～

２階
平面図

9・広報おおえ



　おおえ国際交流協会主催のおおえハロウィンパーティー

2014が10月26日、中央公民館を会場に開催されました。

　会場には魔女やお化け、マンガやアニメの人気キャラク

ターに扮した子どもたち85名が集まり、「トリック・オア・

トリート」の合言葉のもと、たくさんのお菓子をもらって

いました。

　また、口でお菓子やリンゴをとる「スウィングアップル」

などのハロウィンゲームもおこなわれ、会場は子どもたち

の笑い声であふれていました。

10
26 かわいい仮装でゲームを楽しむ

　本町で最も大きい文化の祭典である第45回大江

町文化祭が、11月1日から3日まで開催されまし

た。町内の各文化団体がこの日のために作成した

作品の展示や、練習してきた成果が披露され、各

会場に大勢の方が訪れました。

【ステージ発表団体】…左沢小学校ブラスバンド

クラブ、おおえ舟唄太鼓の会、井筒屋書店音楽教室、

おおえ昔語りの会、藤間流藤好会、大江女声コー

ラス、混声合唱団ECHO、大江剣聖会、佐藤和

雄ハーモニカ演奏、大江ふれあい剣詩舞会・左沢

吟友会、貫見民謡会・民謡秀風会、大江歌謡会

【お茶会】…大江かささぎ会（本間社中）、淡翠会

（松田社中）

11
１～3 深まる秋、集まる町の芸術

【協賛事業】…伝統食

のつどい、おはなし会、青苧ハガキづくり体験、御

戸帳展

【展示の部　出展作品】…盆栽、掛軸、写真、書道、

つる細工、絵画、図画、工作、生け花、魚拓、和紙

人形、版画、木目込み、陶芸作品ほか

①お茶会

②展示の部

③④ステージの部

⑤協賛事業青苧のハガキ

づくり体験

❶ ❷

❸ ❹

❺
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　各市町村のふるさと自慢をCMで紹

介する第15回山形ふるさとCM大賞が

開催され、大江町のCMが3年ぶりに

特別賞（映像賞）を受賞しました。

　町では6月から、スタッフチームを

編成し作成を進めてきました。今回の

CMには、重要文化的景観の町並みや

JR左沢線をとおして、日本人の誰も

が思いを馳せる「ふるさと」を、ぜひ

大江町に来て感じてほしいという願い

が込められています。

　11月11日におこなわれた公開審査会

では「ワンカットごとの構図がしっか

りしているだけでなく、SLの映像を

たくみに利用して、昔本当にそんな光

景があったのではと思わせる演出にな

っている。かなり実力のある作品です」

と加藤 到
いたる

審査委員長から高い評価を

いただきました。

　CMは今後、年間90回放送されるほ

か、YTSのホームページでも見るこ

とができます。ぜひご覧ください。

11
11 祝！！3年ぶり6度目の受賞

　晩秋の肌寒い天気の中11月9日に、第61回西村

山地区駅伝競走大会が開催されました。本町から

はAとBの2チームが出場し、どちらも沿道の声

援を力に、準優勝と6位になりました。

《大会結果および出場ランナー（1区～8区）》

準優勝／大　江A…3時間35分50秒

6　位／大　江B…3時間57分47秒

A…古川康之、里見拓磨、公平和輝、佐藤和也、

　　菊地将史、金子　茂、古澤哲平、菊地春紀

B…鈴木皓樹、髙橋瀬名、柏倉旬平、鈴木　啓、

　　斎藤勇介、今野　響、長谷川慎吾、佐竹　隆

11
9 声援を力に準優勝

　11月3日、保健センターを会場に山形県庄内保

健所所長で6区出身の松田徹氏を招いて、健康づ

くり講演会が開催されました。

　講演では「病気で倒れないために・お風呂で倒

れないために」と題し、脳卒中やがん予防対策、

正しい入浴法などが紹介されました。

　松田氏は「予防で大切なことは減塩、禁煙、治

療の3つです。なかでも治療を見落とす方が多い

のが現状です。症状が軽くても医師に診てもらい、

治療することが最大の予防策です」と受診、治療

の重要性を話されました。

11
3 生活習慣を見直し、健康づくり

▲山形テルサで開催された

　公開審査会

本撮影の様子

▲
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皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎(62)2１８７Town TopicsTown Topics



　

雪
囲
い
の
話
題
が
出
る

季
節
に
な
っ
た
。
家
屋
や

樹
木
、
庭
先
の
鉢
物
ま
で

雪
か
ら
守
る
作
業
は
「
結

構
な
仕
事
量
だ
」
と
友
人

は
言
う
。
手
抜
き
を
す
れ

ば
つ
ぶ
れ
た
り
、
折
れ
た
り
、
壊
れ
た
り

で「
物
理
学
の
力
学
」・「
耐
雪
構
造
計
算
」

の
応
用
編
だ
。
寒
い
季
節
、
手
の
か
じ
か

む
季
節
の
作
業
だ
け
に
重
労
働
で
も
あ
る
。

高
所
作
業
は
こ
と
さ
ら
危
険
だ
。
生
活
の

安
全
安
心
を
支
え
た
家
屋
、
春
夏
秋
に
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
「
生
活
の
彩
り
」
を
大

切
に
思
う
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
で
き
な

い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

冬
の
兼
六
園
、松
の「
こ
も
巻
き
」と「
雪

吊
り
」
は
、
ま
る
で
芸
術
品
で
、
樹
木
に

も
、
見
る
人
に
も
気
持
ち
い
い
シ
ン
メ
ト

リ
ー
だ
。
長
い
年
月
の
な
か
で
、
た
ど
り

着
い
た
雪
囲
い
の
最
高
傑
作
に
違
い
な
い
。

厳
し
く
刺
す
よ
う
な
冬
の
季
節
に
、
人
の

気
持
ち
を
温
か
く
し
て
く
れ
る
「
愛
護
精

神
」
の
発
現
だ
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
美
し
い
が
、
日
本

の
「
雪
囲
い
」
も
世
界
遺
産
ク
ラ
ス
だ
と

も
思
う
。

　

山
形
県
指
定
文
化
財
の
大
江
の
松
保
の

大
杉
、
寒
く
は
な
い
か
い
、
雪
は
重
く
な

い
か
、
で
き
れ
ば
厳
冬
期
に
訪
ね
て
み
た

い
、
夢
は
か
な
う
か
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

　御免町通りの北端、天満神社と隣り合う形で、真言宗実
じっ

相
そういん

院があります。寺院と神社が並ぶということは江戸時代

までは一般的で、神社にご神体として仏像を祀
まつ

り、神社の

別当を寺院が勤め、僧の姿で神事や祈祷をおこなっていま

した。実相院は天満神社や、楯山にある愛
あ た ご

宕神社の別当で

もありました。

　大江町では、江戸時代から明治にかけて寺子屋教育がお

こなわれていました。明治7年に実相院の住職だった華
はなやま

山

亮
りょうちょく

直 氏も寺子屋教育に従事しており、実相院には明治25

年の様子を描いたとされる絵馬が奉納されています。

　絵馬には12、13歳と推定される女の子が、裁縫や習字を

おこなっている姿が描かれています。左沢では明治6年以

降（左沢小学校開校）学校教育が始まっていることから、

明治初期の頃は学校教育と並行して寺子屋教育もおこなわ

れていたことが分かります。

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.18

●
　
短
　
歌
　
●

遠
く
住
む
孫
が
贈
り
し
防
寒
着
吾
を
気
遣
う
優
し
さ
に
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

台
風
に
傷
み
し
寺
に
時
雨
降
る
修
復
の
音
村
に
木
霊
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

親
戚
へ
送
り
し
り
ん
ご
届
い
た
と
弾
む
声
し
て
近
況
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
ト
ヨ
エ

干
柿
が
入
り
日
に
映
え
て
暖
か
し
心
楽
し
む
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

盃
に
菊
を
浮
べ
て
飲
む
酒
は
一
人
静
か
に
月
を
友
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

晩
秋
の
あ
か
と
き
走
る
救
急
車
悲
し
き
音
の
遠
く
去
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

秋
日
和
昔
な
つ
か
し
柿
の
れ
ん	

	

菅
井
　
妙
子

路
白
く
積
も
る
初
雪
山
毛
欅
の
森	

今
井
　
茂
樹

三
毛
抱
き
て
眠
る
追
憶
十
二
月	

山
家
　
重
之

最
上
川
な
ん
と
賑
や
か
鴨
渡
る	

阿
部
　
一
風

ま
だ
残
る
売
地
看
板
十
二
月	

金
子
脩
一
郎

妻
留
守
の
雪
囲
ひ
終
へ
ひ
と
り
酒	

秋
元
喜
一
郎

稚
児
は
し
ゃ
ぎ
何
度
も
踏
み
し
朴
落
葉	

安
藤
由
美
子

文
面
の
慈
愛
勤
労
感
謝
の
日	

熊
谷
　
　
勉

着
膨
れ
て
う
つ
む
き
か
げ
ん
登
校
児	

舟
山
　
三
男

裸
木
に
な
れ
ず
に
ゐ
た
り
波
郷
の
忌	

伊
藤
　
啓
泉

※
１
月
号
の
吟
遊
浪
漫
コ
ー
ナ
ー
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�

２
月
号
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、１
月
20
日（
必
着
）ま
で
役
場
総
務
課

に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

女子教育の絵馬

実
じっそういん

相院

平成２６年1２月号・12

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



お
菓
子
で
み
ん
な
を
笑
顔
に

　

菊
地　

麻
美
さ
ん　
（
21
歳
・
13
区
）

　「オペレーターとして、チョコやグ

ミなどを作っています」と話す菊地さ

ん、現在は上山市にあるお菓子メーカ

ーの工場に勤めています。

　子どもの頃からお菓子を作る職業に

就きたいと考え、今の職場に就職した

そうで、現在はオペレーターとして製

品の包装を担当しています。「自分が

中心となって機械を動かし包装してい

くので、責任が大きいです。自分が作

ったお菓子で、みんなが笑顔になって

くれたらうれしいです」と菊地さんは

話します。

　温泉が好きな菊地さん「テルメ柏陵

健康温泉館は、硫黄の匂いやトロンサ

ウナが気に入っています。リニューア

ルしてディスプレイや露天風呂が追加

され、さらに魅力的になりました。週

2回は利用していますね」と笑顔で話

してくれました。

　「ここらでは11月23日ごろを
過ぎると、いつ雪が降ってもおか
しくないんだ。」お茶を飲みなが
ら、地域の人が教えてくれる。農
家さんの中には、日記をつけてい
る人も居り、「去年は〇日、その前
は〇日に降った。」と教えてくれる。

それだけ雪というのは山形での生

活と切っては切り離せないのだろう。「そんな嫌そう

にして。でも、もし降らなかったら心配でソワソワ

するんでしょ？」と返す。「雪も雪かきもドンと来い」

などと楽しみにしている私はまだまだ山形歴が浅い。

　先日の休みに、西川町の志津まで遊びにいった

とき、少し早めに降り始めた雪をカメラ片手にしば

らく眺めていた。山形の“2つめの世界”にわくわ

くしてしまう。協力隊として迎える最後の冬が始ま

る。「大江の雪は、まだ来ないのか。」

　今の私には自然と不安が無い。やるべき事も、

描く未来も明るく映って見える。楽しく考えなくて

は何事も損。楽しくない地域おこしなんて、あるわ

けないと思う。「最初は面倒くさいと思っても、やっ

てみると結局良かったって思えるのよ。」あるお母

さんのそんな言葉が何度も頭の中で繰り返される。

地域おこし協力隊通信 №8

↑小清区でおこなわれた茅刈り

地域おこし協力隊　石坂康平
↑ふるさとCM審査会の様子

13・広報おおえ



稲
作
の
生
産
お
よ
び
経
営
安
定
の
た
め
の

資
金
を
「
無
利
子
」
で
融
資
し
ま
す

◆
対
象
者
／
①
コ
メ
の
販
売
農
家
②
コ
メ

の
生
産
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

◆
貸
付
額
／
出
荷
量
１
俵
に
つ
き
３
，

３
０
０
円
で
上
限
500
万
円

◆
貸
付
利
率
／
無
利
子

◆
償
還
期
限
／
3
年
以
内（

据
置
な
し）

◆
申
請
期
間
／
平
成
27
年
２
月
末

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
県
農
林
水
産

部
農
政
企
画
課
農
業
経
営
・
担
い
手
支
援

室
☎
0２3
―

630
―

２
２
９
６
、
村
山
総
合
支
庁

農
業
振
興
課
☎
0２3
―

6２1
―

８
３
９
７
、
農
林

課
農
政
係
☎(

6２)

２
１
１
５
ま
で

商
工
業
者
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
内
事
業
者
が
、
自
社
の
商
品
や
製
品

の
販
路
拡
大
を
目
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
す
る
場
合
の
補
助
事
業
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象
者
／
町
内
に
主
た
る
事
務
所

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
商
工
団
体
で
町
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
補
助
対
象
経
費
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
費
用
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費

用
、
作
成
ソ
フ
ト
購
入
費
な
ど

◆
補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
10
万
円
を
限
度

◆
注
意
事
項
／
①
作
成
前
に
申
請
を
す
る

こ
と
②
申
請
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
推
進
課

☎(

6２)

２
１
３
９
ま
で

橋
梁
補
修
工
事
に
係
る

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

◆
路
線
名
／
町
道
諏
訪
堂
中
山
線
大
江
大

橋◆
場
所
／
富
沢
・
三
郷
地
内
（
左
記
）

◆
期
間
／
1２
月
１
日
～
平
成
２7
年
3
月
２0

日
ま
で
終
日

◆
規
制
内
容
／
片
側
交
互
通
行

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
水
道
課
建
設

係
☎(

6２)

２
１
１
６
ま
で

　10月24日、さがえ西村山農業協同組合および全

国共済農業協同組合連合会山形県本部から、カー

ブミラー４基を寄贈していただきました。

　大江町には昭和48年から寄贈いただき、今回で

合計171基となりました。カーブミラーは、地元の

要望を踏まえながら町内各所に設置する予定です。

　大江町七軒地域づくり協議会（代表 松田誠男

氏）より、217,524円を町に寄付いただきました。

　いただいた寄付金は、協議会の希望より、現在

工事が進められている、七軒地区内の道路整備な

どのために活用させていただきます。

① 早朝除雪作業の効率を高めるため、道路上に

は駐車しないでください。

② 除排雪時における堆雪場は、各区にであらか

じめ確保をお願いします。

③ 屋根から降ろした雪や玄関先を掃いた雪を道

路（消雪道路を含）に出さないでください。

④ 田畑に砂利が入らないよう注意して除雪作業

をおこないますが、融雪後の砂利拾いなどに

つきましては、関係区で対応ください。

⑤ 万一除雪作業による工作物などの破損があっ

た場合は、区長を通じて建設水道課管理係に

連絡してください。なお、除雪の際に障害と

なる工作物は事前に撤去するか、目印などを

設置するようご協力お願いします。

⑥ 降雪量の多い日は、要望に対応できない場合

もあります。あらかじめご了承ください。

⑦ 除雪時は、天候の状態や機械の騒音などで周

囲の状況がつかみにくくなり、危険ですので

除雪車には近づかないようお願いします。

⑧ 急勾配などの危険な箇所には融雪剤を設置し

ますので、散布についてご協力お願いします。

※お問い合わせは、建設水道課管理係

　☎ (6２)２116まで

除雪に関する協力のお願い善意いただきました

伏熊

富沢

深沢

国道
28
7号

最
上
川

大江大橋

平成２６年1２月号・14

広報おおえ縮刷版第3巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（6２）２187まで



ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
３
年
ぶ
り
に
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
私
が
事
務

局
を
担
当
し
て
３
年
目
に
し
て
や
っ
と
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
の
時
間
は
15
秒
。

編
集
し
て
い
る
と
誰
も
が
「
短
い
！
」
と
感

じ
ま
す
。
あ
れ
も
い
い
、
こ
れ
も
い
い
と
詰

め
込
み
す
ぎ
る
と
、
見
て
い
る
人
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
て
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
、
今
回
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、
Ｊ
Ｒ

左
沢
線
と
重
要
文
化
的
景
観
で
す
。
ふ
る
さ

と
に
帰
っ
て
く
る
と
「
あ
の
頃
の
ま
ま
だ
な

～
。
昔
に
帰
っ
た
み
た
い
で
ほ
っ
と
す
る
な

あ
～
。」
と
感
じ
る
方
も
多
い
は
ず
。
そ
の

気
持
ち
を
こ
の
２
つ
で
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
と
比
べ
て
、
ス
タ
ッ
フ
会
議
を

倍
近
く
開
催
し
、
時
間

を
か
け
て
作
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
Ｃ
Ｍ
を
見

て
、
大
江
町
を
訪
れ
る

方
が
増
え
れ
ば
、
事
務

局
と
し
て
こ
の
上
な
い

幸
せ
で
す
。（
山
家
雄
志
）

編
集
後記

山
形
の
果
樹
産
地
を
支
え
る
皆
さ
ま
へ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
気
象
変
動
に
も
負

け
な
い
果
樹
経
営
の
た
め
果
樹
共
済
へ
の

加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。
降
ひ
ょ
う
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
、
近
年
多
発
す
る

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
か
ら
果
樹

経
営
農
家
を
守
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
中
央
農
業
共

済
組
合
☎
0２3
―

6５6
―

８
９
７
８
ま
で

町
民
無
料
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
日
時
／
1２
月
19
日
㈮�

13
時
～
15
時

※
一
人
30
分
程
度
。
要
電
話
予
約

◆
会
場
／
東
地
区
公
民
館（

ふ
れ
あ
い
会
館）

◆
相
談
内
容
／
金
銭
貸
借
、
多
重
債
務
、

保
証
、
損
害
賠
償
、
遺
産
相
続
、
贈
与
、

消
費
者
問
題
、
不
動
産
、
労
働
問
題
な
ど

※
訴
訟
中
、
調
停
中
、
係
争
中
の
も
の
や

同
じ
内
容
の
再
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

◆
担
当
弁
護
士
／
熊
谷
誠
法
律
事
務
所
・

熊
谷
弁
護
士
（
山
形
市
）

※
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課

庶
務
係
ま
で
☎(

6２)

２
１
１
２
ま
で

県
税
・
町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
！

　

県
税
の
自
動
車
税
や
町
税
な
ど
は
口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
一
度
振
替
依
頼

を
お
こ
な
え
ば
、
毎
回
自
動
的
に
振
替
さ

れ
ま
す
。
現
金
を
持
ち
歩
い
て
金
融
機
関

に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
期
を
忘
れ
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
安
全
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
山
総
合
支
庁
納

税
課
☎
0２3
―

6２1
―

８
２
４
０
、
税
務
町
民
課

町
民
税
係
☎(

6２)

２
１
１
９
ま
で

　様々な分野で活躍され、表彰された町民の方々を紹介します。
輝いて

今

　村山地域の農林水産分野で優れた活動をおこ

なっている若者を顕彰する、平成26年度村山地

域農林水産業若者賞を、中沢口在住の庄司樹さ

んが受賞しました。

　庄司さんは実家で林業を営むかたわら、地元

の山を舞台にした林業体験やアロマ蒸留体験な

どのワークショップの開催、さまざまなグッズ

を開発し、多くの方に山や林業の魅力を伝えて

きました。

　樹さんは「本当にうれしい。家族と協力して

くれた方々に感謝です。これからも活動を続け、

県内外に大江町の山や林業の魅力を発信してい

きたい」と受賞の喜びを話してくれました。

人権作文・書道コンテストで4名が受賞
　豊かな人権感覚の普及啓発を図る、人権作文およ

び人権書道コンテストにおいて、町内小中学校より

４名の生徒が受賞しました。

第34回全国中学生人権作文コンテスト山形県大会 
　寒河江協議会奨励賞　大 江 中3年　渡辺美咲
平成26年度山形県小学生人権書道コンテスト
　入　選　　　　　　　左 沢 小6年　庄司笑子
　寒河江協議会奨励賞　左 沢 小6年　鎌上誠也
　　　　　　　　　　　本郷東小6年　設楽愛美

（敬称略）

ジュニアオリンピックで入賞
　岡田悠さん（蛍水）が、10月31日から11月2日に

日産スタジアム（横浜市）で開催された第45回ジュ

ニアオリンピック陸上競技大会のリレー種目で、山

形県選抜チームの第1走者をつとめ、見事に全国6

位入賞を果たしました。

◆種目　ＡＢＣ女子共通4×100m リレー 
山形県選抜チーム　第1走者　岡田　悠
　第6位　記録48秒10（山形県中学新記録）

（敬称略）

15・広報おおえ

今月の納税　納期限1２月２５日（木）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税（第3期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第６期）
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回
》

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　　年齢
久　保　渡邉スサノ　（９１）
９　区　京谷　セイ　（９６）
９　区　吉野きくを　（９６）
滝の沢　渡辺百合子　（７２）
小漆川　鈴木はるみ　（９０）
９　区　菊地リヤウ　（９２）
９　区　渡辺すゑの　（１０１）

あむあむ教室作品展　鈴木敏子

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　　氏　名
　深　沢　海野　裕也
　山形市　石川みき子（

藤　田　清水　晴男　（９４）
藤　田　大泉　よし　（９１）
９　区　林　　一三　（９６）
藤　田　後藤　初子　（６３）
木の沢　渡邉おさ子　（８２）

　

２
０
１
２
年
１
月
、
豪
雪
の
時
期
に
11

年
の
時
を
経
て
、
僕
は
大
江
町
に
帰
っ
て

来
ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
上
京
。
初
め

の
頃
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
り
た
く
て

必
死
に
夢
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

夢
半
ば
に
し
て
25
歳
頃
に
は
飲
食
店
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
飲
食
業
を
す

る
な
ら
東
京
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
な
く
、

30
歳
に
な
る
年
に
実
家
の
飲
食
店
を
手
伝

う
為
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

戻
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
毎
日
雪
か
き
が

続
き
、
つ
い
つ
い
賑
や
か
な
東
京
の
街
と

比
べ
て
し
ま
い
、
退
屈
だ
な
と
感
じ
愚
痴

を
こ
ぼ
す
日
々
で
し
た
。

　

春
に
な
っ
た
あ
る
日
、
お
店
の
常
連
さ

ん
か
ら
歌
を
聴
い
て
み
た
い
と
言
わ
れ
ギ

タ
ー
を
弾
い
て
歌
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
誘
わ
れ
、
そ
れ
が
た
く

さ
ん
の
方
と
出
会
う
キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
出
会
い
が
、
ま
た
新
し
い

出
会
い
を
呼
び
、
僕
は
気
づ
き
ま
し
た
。

「
退
屈
だ
と
感
じ
る
な
ら
、
自
分
が
何
か

を
始
め
れ
ば
い
い
！
」
と
。

　

ま
ず
は
実
家
の
お
店
に
若
い
お
客
様
が

少
な
い
こ
と
に
目
を
向
け
、
若
者
限
定
の

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
反
応

も
上
々
で
し
た
。

　

そ
の
経
験
か
ら
、
僕
と
同
じ
よ
う
に

キ
ッ
カ
ケ
を
探
し
て
い
る
人
達
の
〝
キ
ッ

カ
ケ
作
り
〟が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
、

「
山
形
を
熱
く
し
よ
う
！
」
と
い
う
合
言

葉
で
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

若
者
の
交
流
の
場
と
し
て
ク
リ
ー
ン
作

戦
や
運
動
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
芋
煮
会
、

さ
ら
に
県
内
で
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

達
に
呼
び
か
け
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
ラ
イ
ブ
の
開
催
！

　

今
で
は
、
多
く
の
方
か
ら
応
援
し
て
も

ら
い
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
た
こ
と
で
、
出
会
い
の
幅

が
さ
ら
に
広
が
り
、
山
形
県
内
に
も
色
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
で
情
熱
を
持
っ
た
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

今
は
、
そ
の
力
が
合
わ
さ
れ
ば
、
山
形
は

も
っ
と
も
っ
と
熱
く
な
れ
る
と
強
く
思
っ

て
い
ま
す
！

　

大
好
き
な
音
楽
活
動
も
、
た
び
た
び
歌

う
機
会
を
頂
く
う
ち
に
、
い
つ
か
の
情
熱

に
ま
た
火
が
灯
り
、
い
つ
の
間
に
か
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
」
と

し
て
山
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
メ

デ
ィ
ア
で
歌
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
僕
は
微
力
な
人
間
で
す
が
、

僕
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
続
け
、
そ
の

先
に
き
っ
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
る
と

信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

僕
は
、
住
所
が
大
江
町
で
も
小
中
と
寒

河
江
区
域
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、

あ
ま
り
町
に
親
近
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
で
は
大
江
町
に
た
く
さ

ん
の
仲
間
が
い
て
！
笑
顔
で
声
を
か
け
て

く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

　

大
江
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
、

ま
た
皆
さ
ん
と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　

（
木
の
沢　

土
田
清
隆
）

僕
に
で
き
る
こ
と
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※掲載を希望しない場合は、届け出の際にお申し出ください。

戸籍の

まど
10月21日～11月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,846人（ー４）

　　　男　4,355人（+３）

　　　女　4,491人（ー７）

世 帯 数　2,922戸（ー１）

平成26年12月１日現在
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